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Pace and Metronome Slow Pace: A Functional Near-Infrared Spectroscopy Study 
（Preferred Slow PaceとMetronome Slow Paceで課題を行う時の前頭前野の活動：機能的
近赤外分光法を用いた検討） 




Jahanshahi M. et al. (1995) やJenkins I. H. et al. (2000) は，positron emissio




我々は，被験者が日常生活に近い環境で，彼らのPreferred Slow Pace (PSP, the self
-initiated condition) とMetronome Slow Pace (MSP, the externally triggered cond
ition) でペグボード課題を行う時の前頭前野の活動を比較するため，機能的近赤外分光
















channelの位置するBroadmann areas (以下，BA) を推定した．本研究の関心領域は，前頭




よって引き起こされた活動 (PSP 対 安静，MSP 対 安静) は，channel毎のt検定で比較さ
れた (P < 0.0001，Bonferroni補正後)．一般線形モデルの結果は，有意に賦活したchann
elを選択するために使用された．その後，賦活したchannelの数が，PSP課題とMSP課題で
異なるかを確かめるため，それぞれの関心領域における賦活したchannelの平均の数を，
対応のあるt検定で比較した (P < 0.05)．IBM SPSS Statistics ver. 22を使用した． 
次に，それぞれの関心領域における活動したchannelのoxy-Hbの積分値を加算し，PSP課
























 また，我々は前頭極 (BA 10) の活動がMSP課題よりもPSP課題で有意に大きいことを確
認し，この結果は先行研究と一致していた．PSP課題中，被験者は自身の視覚・聴覚・固
有受容器等からのフィードバックを受けながら運動を行っていたと考えられる．前頭前野
の階層性のモデルにおいて，前頭極はその階層の最上位である．そして，前頭極は特に，
自身が行動するために産生した反応・計画の評価をする時に活動する．加えて，前頭極は
背外側・腹外側前頭前野の活動を最大化する時に働き，課題中の遂行を維持し，操作し，
モニターすると言われている．これらのことから，PSP課題中の前頭極の活動は，被験者
が自身で産生したPSPを，下位の前頭前野の活動を協調させながら，評価やモニターを行
っていたために，引き起こされたと考えられる． 
